
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
［第 3グループ内の例会日］  狭山(金)、新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(火)、所沢西(火)、所沢東(木)、所沢中央(月
 

第 1046回( 7月 7日)例会の記録 
 

点 鐘     江原伸夫会長  
合 唱     国歌斉唱 手に手つないで 

第２副ＳＡＡ  肥沼君 小室君 

ビジター    米山奨学生 趙恩恵さん 

         

※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 
37名 28名 74.29％ 74.66％ 

 
 
 
 
 
 
 
◆新年度第１回例会、前会長・幹事から新会長・

幹事にバッチと襷の受け渡しが行われ、江原年

度がスタートいたしました。 
 また、前年度会長・副会長・幹事・ＳＡＡに対

し、一年の労をねぎらい記念品が贈られました。 
 

   

 
 
 

  会長の時間         江原会長 
 

非常に緊張しておりまして、下

地で書いてきた文字すら読めな

いような状態なのですが、１回目

ですので緊張していることは皆

様にご容赦願いまして、今から申

し上げたいと思います。先月末を

持ちまして稲見年度が終了致し

ましたけれども、充実した年度を演出して下さい

ました稲見パスト会長他、各役員の皆様、また第

2570地区第3グループのガバナー補佐という責務
を終えられました沼崎パスト会長、一年間本当に

ありがとうございました。そして私が本日より、

2015 年度～2016 年度の会長職を仰せつかること
になりましたけれども、一人一人が楽しく、充実

感のある例会にしていきたいと考えております。 
今年度は私を始め、役員の皆様方にはロータリ

ー歴の浅い方も多々いらっしゃいます。どうか皆

様のご助言、ご協力を仰ぎつつ、各委員長を中心

とした全員参加型の運営を目指していきたいと考

えておりますので、本日からの一年間、何卒宜し

くお願い致します。 
実は昨年 12月に推薦して頂いた時よりも、年を
明けてからの方が重責、重みを感じるようになり

ました。そんな時、今年に入りまして大学の野球
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部の OB会がございまして、卒業する 4年生全員
から個々に話があったのですが、その全員が言っ

た共通の言葉がございました。それは仲間を思い

やる気持ちと言いますか、お互いに助け合い、4
年間同じ釜の飯を食べて、色々嫌なこともあった

けれども、いざ卒業する時になってみると全て良

い思い出になっているというような話でした。そ

のことを聞いていた時に、なんとなく自分の頭の

中も、そういえば私がロータリーに入会させて頂

いて丸 6年経とうとしており、今 7年目に入って
おりますが、この間、自分が色々なことでわから

なかったこと、迷っていることがあった時に、本

当に諸先輩の皆様方から時ある毎に声を掛けて頂

き、不安や諸々の悩み等が、極端な言い方をすれ

ば笑い話に変っていったような、そうした思いも

あったものですから、今年度、最初から皆様に頼

る訳ではないのですが、足りない分については

我々役員の者も、パスト会長を中心に、諸先輩方

に色々とお話を伺ってご協力を仰いでいきたいと

思いますので、何卒宜しくお願い致します。 
私は 4 つのテストの文言を常に意識した上で、
今年度も前年度同様、例会の運営と会員の増強に

力を注いでいきたいと考えております。例会につ

きましては、月 4回ある会長の時間の内 1回は、
誠に申し訳ないのですがパスト会長の皆様方にご

協力を仰いでいきたいと思っております。また卓

話は、外来卓話だけではなく、入会歴の浅い方も

たくさんおりますので、以前からこの考え方は各

会長から私も伺っており良いことだと思っていた

のですが、なかなか自分の考え等を限られた時間

でするのが大変だったという思いもあったもので、

できるだけ会員の卓話の時間も増やしていきたい

と考えております。ロータリーで勉強会等をして

おりますと、会員卓話の振替は外来卓話というお

話を非常に多く聞きます。しかし私は会員の皆様

にも出来得る限り時間の調整を図りながら、会員

卓話をお願いしていきたいと思っております。パ

スト会長の時間や会員の皆様の時間で、時として

どうしても時間が足りないことも出てくるとは思

いますが、そうした時にはプログラム委員長にも

ご苦労をお掛け致しますが、時間の調整を図って

頂けたらと思います。できるだけ個々の方がお話

する機会が増えたら良いのではないかと考えてお

りますので、宜しくお願い致します。 
また家族同伴の例会等については、より多くの

ご家族の方に参加して頂きまして、親睦委員長を

中心に楽しい時間を催していきたいと考えており

ますので、これにつきましても全員参加型という

ことでご協力を仰ぎたいと思っております。 
会員増強につきましては、純増 5 名を目指して
おりますけれども、その内少なくとも女性 2 名の
増員を図りたいと考えております。これも増強委

員長を中心に、全会員が委員長代理として意識を

して頂き、行動に移して頂けたらと考えておりま

す。 

10月には恒例となっております、尚寿会主催の
フリーマーケット、確か今年は 10月 17日と先だ
って伺ってきました。この日の参加を予定してお

りますので、今からその準備をしておいて頂けた

ら幸いかと思います。そしてまた今年度はモンゴ

ル国の干ばつ防止植樹プロジェクトの最終年とな

っておりますので、より多くの会員の皆様とご家

族の皆様に参加して頂きたいと思っております。

時期的なものは色々と相談をし、なるべく早く皆

様にお知らせをしたいと思っておりますので、宜

しくお願い致します。他の部分につきましては、

また後程方針の方でお話していくことになると思

いますけれども、先ほども申しましたように、今

年度は役員だけでなく当クラブの会員にはロータ

リー歴の浅い会員の方も多くいらっしゃいますの

で、恥ずかしい話で申し訳ないのですが、私を筆

頭に、まずロータリーといいますか、組織の規定

から始まる細かい部分についての知識について不

安を覚えている方も数多くいらっしゃいます。パ

スト会長を中心と致しました皆様に、できれば顧

問のような形になって頂きまして、今更聞けない

ロータリーではありませんが、そのようなことを

忌憚なく話し合う場所を設けて頂けますようにお

願いしていきたいと思っております。 
今まで私がロータリーで過ごして少し感じてい

たことですが、委員長はそれぞれ色々な目的を持

ってお話をして頂き、そちらの方向に進んで行っ

て頂けるのですが、そこに属している各委員の皆

様が、自分が果たしてどこの委員に属しているか

ということを時として知らない場合もあったよう

ですので、今年度は出来る限り、皆様ご自身が、

自分がどこの委員になっているのかという事をご

自身で理解しておいて頂きたいと思います。そし

て委員長を中心に何か催し事がある場合には、全

員で盛り上げていって頂きたいと思っております。 
実はこの5月14日に亡くなられた寶積先生より、

今年度が始まるにあたって、確か 3月か 4月位だ
ったと思うのですが、私の年度になった時に協力

が出来ないかもしれないということで、私に直接

ではないのですが、恐らく事務局の方にもそのよ

うなお話があったように聞いております。また病

院の方からもそんなお話を聞いております。直接

このことで御礼のお言葉を伝えることは無かった

のですが、狭山中央ロータリーに対する思い、本

当に中央ロータリーが大好きなのだという意味合

いのことも大分聞かされてまいりました。今年度

皆様と一年間楽しく過ごすことで、その思いにも

応えることになるのではなかろうかと思っており

ます。 
最後になりますが、まだまだ個人的には不安をた

くさん抱えてはいるのですが、本日スタート致しま

した。これからの一年を、特に一年後、笑顔でゴー

ルインできますよう一生懸命頑張っていく所存で

すので、どうか皆様一年間、何卒宜しくお願い致し

ます。 



  幹事報告                小島幹事 
１.(公財)埼玉県腎・アイバンク協会より総会資料

について 
２.狭山市交通安全協議会より 稲見淳 狭山中央
ＲＣ会長委員の委嘱状について(Ｈ27．5.1~至
H29.4.30） 
３.狭山市交通概要、平成 26 年度交通安全ポスタ
ー作品集について 

４.青少年を育てる狭山市民会議より「さやまルシ
エ」操作方法研修会開催のご案内について 

5.タミラ君より、モニュメント施設への植樹、写
真とメールについて 

6,受贈会報 所沢西 入間南 所沢中央各ＲＣ 
7,回覧 歌手 愛川れい子様より 6/23日のお礼状 
    学友会ニュース６月号（第１９０号） 

 

入会セレモニー          

 
 

新入会員より一言       東 美栄様 
戻って参りました。これから末永く、どうぞ宜

しくお願い致します。 
 
米山奨学生           趙恩恵さん 
皆様こんにちは。私は先月三菱鉛筆という会社

に内定を貰いました。最近の私の報告をさせて頂

きたいと思います。 
先々週と先週は、TOEICの試験と日本語能力の
資格の試験のために、立教大学と埼玉大学に行っ

てきました。日本語能力の試験は、今回絶対に取

らなければダメだと思って頑張りました。合格出

来なかった場合、12月のテストが入社する前の最
後の試験になるのですが、そこでまた頑張ってみ

ようと思っています。良い結果がでたら報告させ

て頂きます。 
最近私は学校の論文のことと、また内定を貰い

少し時間の余裕ができたので、学校で韓国語を教

えるボランティアを始めました。論文は、今私が

専攻しているのが言語とコミュニケーション

（Language Communication）ですので、日本と
韓国のコミュニケーション関係についてテーマを

決めてこれから書こうと思っています。私の論文

のことは、次の例会で詳しく報告させて頂きます。 
これからもご指導宜しくお願い致します。 

・・・・クラブ協議会・・・・ 
 

就任あいさつ 
江原 会長            
 
 2015年～2016年度の会長を
務めさせていただくことにな

りました。狭山中央ロータリ

ークラブも１９９３年５月に

創設以来、今年で２３年目に

なります。更なる輝きと飛躍

を目指し、会員の皆様のご支援とご協力を賜り

ながら共に歩んでいきたいと思っています。宜

しくお願いいたします。 
今年度の国際ロータリー会長のＫ．Ｒ．ラビ

ンドラン(スリランカ)氏は、テーマとして『世界
へのプレゼントになろう』を掲げられました。

私たちは、地位や身の上にかかわらず、誰にで

も与えることのできる何かを持っているはずで

す。「授けられた才能と持ちうる力の限りを尽く

し、ご自身を“世界へのプレゼント”として捧

げてください」と述べられています。 
そして、第２５７０地区の高柳育行ガバナー

は、地区テーマとして、『ロータリーの心を実践

しよう』を掲げられました。「ロータリー（奉仕）

活動を通じて多くの方々と出会い様々なことを

学び、そこに大きな価値が生まれ人生を豊かに

し、そのことが元気なクラブを育み、結果とし

て“世界へのプレゼント”になるでしょう」と

述べられています。 
狭山中央ロータリークラブの今年度は、幸い

にして、先輩方や会員の皆様方の経験と努力の

積み重ねからしっかりとした土台がありますの

で、「友情と相互信頼の絆」を更に深め、会員の

皆様一人一人がより楽しく、より充実したロー

タリーライフを過ごせますよう、全員参加型の

運営を目指します。一体感のある活動は地域の

多くの方々にも良い刺激を生み、共感を覚えて

下さる方には、是非とも私達の活動に加わって

いただきたいと思っています。年齢・性別の垣

根を越えた友情と相互信頼の厚さも我がクラブ

の魅力の一つです。会員増強の継続でより多く

の仲間にこの魅力に触れていただきたいと思っ

ています。皆様のご協力を宜しくお願いいたし

ます。 
 

クラブ奉仕・・ＲＩの戦略計画である会員増強

と公共イメージアップに努める。 
①会員増強は、純増５名を目指します。 
・若い経営者の方々への勧誘も積極的に推進

していきます。 
・当クラブは現在女性会員の比率が２０％あ



りますが、その比率をさらに上げるために

も２名は女性の増員を図る。 
・併せて会員相互のコミュニケーションを深

め退会防止に努める。 
①公共イメージは、各奉仕活動を市の広報や地

元ケーブルテレビを通じて、多くの方への認

知度アップにつなげていきます。 
①親睦活動は、相互信頼関係の深さを魅力の一

つに挙げる我がクラブには絶対欠かせない行

事ですので、会員の方は勿論のこと、ご家族

の皆様にも喜んでいただけるような企画をし

ます。 
 

職業奉仕・・・職業を営むことが世のため人の

ための奉仕になる（ロータリーの原点）       
 ・各企業の代表者の方に卓話の依頼をする。 
 ・会員の方にも卓話を依頼し、相互信頼を高

める。 
 
社会奉仕・・・地域社会への貢献を通じ、奉仕

活動を意義あるものとする。 
 ・恒例となっている(医)尚寿会主催のフリーマ 
ーケットへ参加をし、その売り上げを地域社 
会へ役立てます。                          

 ・献眼登録を推進します。 
 
国際奉仕・・・国際交流を通じ、国際社会に貢

献できるよう努める。 
 ・今年度は「モンゴル国旱魃防止植樹プロジ 

ェクト」の最終年となります。モンゴル国 
フレ・ロータリークラブとの協力の下、事 
業を完成させます。 

 
青少年奉仕・・インターアクト・ローターアク

ト活動の充実を図り次世代を育てる。 
 ・各奉仕活動を通じ、地元の若き指導者との 

コミュニケーションを図る機会を積極的に

設けます。 
 
ロータリー財団・寄付を資金とし、プログラム

参加により地域、国際社会に貢献する。 
・財団への寄付金については理解をし、義務 
を果たします。 

 ・個人の寄付については、会員の善意を尊重

します。 
 ・「未来の夢計画」の継続推進 
 
ロータリー米山記念奨学部門 
 ・昨年度からの奨学生を今年度も継続して受 

け入れております。交流の場をより多く設 
け、お互いの未来に役立つよう努めていき 
ます。 

 

小島 幹事            
 皆様こんにちは！江原年度

幹事を仰せつかりました小島

です。 
江原会長がすごく真面目に

物事に対応なさる性格でいら

っしゃるのに、私のようなアバ

ウトで…直感で行動するタイ

プの人間が果たして幹事として役割を果たすこと

ができるのか?!年度が始まった今でも不安ではあ
りますが、皆様のご指導を頼りに、江原会長の方

針のもと、1 年間クラブの“効果的運営”に全力
で努めてまいります。 
江原会長の方針である「友情と相互信頼の絆」

を深めるべく、会員の皆様にとって例会の貴重な

時間が有意義で楽しい時間になるよう、会長はじ

め役員・委員長全員協力して取り組んでまいりま

すので、ご指導ご協力よろしくお願いいたします。 
 
佐藤会長エレクト         
会長エレクトということで、来

年度に向けて勉強しろと言われ

ておりますが、何を勉強していい

かも全く分っておりません。まだ

1年間ございますので、誰か会長
になる候補者の方がいるのであ

れば、手を挙げて頂ければ、いつでもすぐに代わ

らせて頂きたいと思っております。 
先ほどの寶積先生の意向もありますし、非常に思

い出深いのですが、楽しくワクワクするクラブと

いうことで、それをモットーに一年間、江原会長、

小島幹事を支えながら行きたいと思っております。

そして SAA の益子さんのすばらしい企画力を基
に、楽しいロータリーライフが今年一年間できる

のではないかと思っております。 
私は端っこの方で黙って見ておりますので、いつ

でも手を挙げて頂ける方がいれば、手を挙げて頂

きたいと思います。宜しくお願い致します。 
 
益子ＳＡＡ  
ＳＡＡをおおせつかりました

益子でございます。 
江原会長が提唱する全員参加型

のクラブ、そして例会が有意義

に楽しくというこの言葉が小島

会員と全く同じでしたので、な

にか繋がりを感じましたけれども、運営されるよ

うに努めますので、ご協力をお願い致します。 
また今日はお休みの松浦さんがプログラム委員

長なのですが、プログラムの副委員長も務めてお

ります。卓話、外来でも会員でも良いのですが、

併せてご協力の程、お願い致します。 
 
 
 



園部クラブ管理運営（親睦活動）委員長 
 

去年の 9月 2日に皆様の仲間入
りをさせて頂き、もうすぐ 1年
になります。このクラブの事を

知ろう、皆さんの事を知ろうと

思い、会には極力参加してまい

りました。ここにきて何となく

クラブの事が分ってまいりまし

た。今年度はクラブ管理運営委員長を任される事

になりました。私としては益々、クラブそして皆

様の事を知るきっかけとなる事、仰せつかりまし

た事感謝しております。 
昨年度は稲見前会長、坂本副会長をはじめ、皆

さんが温かく受け入れてくれた事が強く印象に残

っています。今年度もこの温かさは継続しなけれ

ばいけないなと思っております。 
まだまだ知らない事が沢山あると思いますが、江

原会長の下、そして副委員長の小澤パスト会長の

下、しっかりと役目を果たしたいと思いますので、

ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。 
 
 
栗原(成)公共イメージ委員長 
 
 2年連続で公共イメージ、昨年
サボったので今年もやれという

ことで江原さんに言われまして、

嬉しく思っております。今年はも

う少し実りのある年にしたいと

思っております。 
年度計画書には載せたのですが、

たまたま夕べ狭山ケーブルテレビで市長選の公開

討論会を見ておりましたら、その主催者が青年会

議所でした。そこで私達ロータリアンはロータリ

ークラブ同士の付き合いはあるけれども、青年会

議所とのお付き合いは比較的に少ないと、ハタと

気が付きました。OB もたくさんおられますが、
その OB がなかなかロータリーに入ってこない、
これはやはり私達がロータリーをアピールする力

が弱いのではないかと実感致しました。 
そこで後程会長とも相談を致しますが、こちらか

ら青年会議所の会議の時に乗り込んで行って、ロ

ータリーをアピールしたらどうか等ということも

考えましたし、また OB の方々を訪問し、ロータ
リーに入って頂く、それは会員増強にもつながる

のではないかと思っております。 
公共イメージはロータリーを理解してもらうとい

うこともそうなのですが、終局はロータリーに入

会して頂くということが、最大の目的だろうと思

います。別の視点からもう一度公共イメージを見

直してみたいと思いました。 
毎年行っている公共イメージのテーマはそのまま

引き継いでいきますが、その他今申し上げました

ようなこともやってみたいと思っております。従

って公共イメージ委員会だけでなく、他の委員会

とも合同で炉辺会合等をしていければと思ってお

りますので、全員参加でご協力をお願いしたいと

思います。 
 
若松会員増強委員長       

 
 今年会員増強を担当すること

になりましたので、宜しくお願い

致します。 
当クラブはこの 4～5 年、本当に
凄い成績を出されていて、ものす

ごいプレッシャーがかかってい

ます。前年度が寶積先生で、稲見年度で凄い実績

を出されており、その前が中谷さんでこれもまた

凄く、お二人とももう辞められたのですが、振り

返ると、中谷さんは大きな目標を立てて後ろから

ガンガン煽るという、野球で例えると星野監督の

ようなタイプで、一度は優勝できるけれども同じ

やり方で二回はあまり通用しないという感じでし

た。そして寶積先生はやはり老獪で、百戦錬磨の

テクニックを使って、野球で例えると野村さんだ

と思います。いろいろなマジックを使って、色々

な人たちが沢山入られました。 
さて私はどうしようかということですが、江原会

長とも少しお話を致しまして、会長の目標が 5 人
純増、内女性 2 人と言っておりました。今日のガ
バナー月信を見ますと、49人以下は一応 1人で良
いのだそうですが、しかしそんなことを言ってお

りますとなかなか目標は達成できませんので、会

長の方針に従って進みますが、やはりランナーが

一塁に出たらしっかり送りバントで送って、手堅

く、出来たら三塁から犠牲フライでノーヒットで

返すぐらいの野球、川上さんタイプで行こうかと

何となく考えております。しかしこれも一人では

絶対にできません。 
私もあと 20日もすると 72歳になりますが、最近
飲む仲間も付き合う仲間もほとんど引退しようか

という人たちが多く、これからの人というとどう

しようかと考えておりました。しかし今、栗原さ

んから良いアドバイスを頂きました。是非 JC さ
んとの交流に、私も乗せさせて頂きまして、交流

の場を作っていきたいと思います。 
息子も JC の OB なものですから情報は取るので
すが、たまたま今残念ながら強力な助っ人がタイ

に行ってしまっておりますので、これは成実さん

の発案に乗って乗り込むしかないと、強い気持ち

でおります。 
しかし如何せん力が足りませんので、特に若い方

たちのご助言で紹介して頂ければ、会長と手を合

わせて乗り込んで、説得にあたりたいと思ってお

りますので、情報をたくさん頂けることをお願い

して、今年一年頑張って行きたいと思います。宜

しくお願い致します。 
 



佐々木奉仕プロジェクト委員長 
 
今年度奉仕プロジェクト委員

会と職業奉仕委員会の委員長を

仰せつかりました佐々木でござ

います。入会して 1年半位になり
ます。まだまだ分からないことが

多くありますし、実際委員長を仰

せつかっても何をやっていいのかわからなく、こ

の壇の上に立った時点でもまだノープランでござ

います。本当に皆様の色々な所信表明を聞いた中

で恥ずかしいのですが、皆様に色々なアドバイス

を頂きながら、やるべく仕事を行わせて頂きたい

と思います。宜しくお願い致します。 
 
柴田ロータリー財団委員長 
 
皆さんこんにちは。 
R財団とは、クラブ内に於いては
非常に身近に感じていない委員

会だと思います。その意味で、も

う一度原点に戻ってお話したい

と思うのですが、ガバナー月信、

p.12、p.13 を見て頂きたいと思
います。 

R 財団に対して、地区に我々が上納金を出して
おります。これは皆さんが年間で 100ドル、いつ
の間にか支払っている、寄付をしているというこ

とになります。そしてこの寄付をしたお金が、3
年後に地区にまた半分戻ってきます。その半分を、

各プロジェクトに沿って申請してくれば、各クラ

ブはそのお金を 2000ドル、1000ドル等、毎年の
予算の中で対応できるということで、これが一番

身近に感じて頂けることかと思い、今申し上げま

した。 
最初にいわゆる R財団の補助金を、しっかりと

つかんで行ったのはマッチンググランドでござい

ます。これは今から 4 年前、吉松年度の最終年度
で何とか申請にこぎつけました。この時には直前

会長の稲見さんにはお世話頂き、頑張って頑張っ

て頑張って、年度を越えて申請に不備があったり

もしたのですが、半年後くらいにやっとクリアし、

モンゴルに対する干ばつ防止費用の展開を始める

ことができました。これは 110万円程の金額でご
ざいました。しかしマッチンググランドというも

のは、あの年度で終了をしてしまいました。その

後補助金は、グローバル補助金、地区補助金、パ

ッケージグランドと 3つに分かれております。 
グローバル補助金というのは 30000ドル等非常に
大きな金額となり規模も大きい、それだけ手続き

が大変だということで、私どもは今、地区補助金

というものが非常に簡便に、申請すれば採用され

るというような形になってきております関係で、

昨年稲見年度では青少年の学校、高等学校に対す

るクラブの用具の寄付を致しました。それが 3校、

県立が狭山市内に 4校あるためにもう 1校も行お
うと、公平であることが望ましいということで、

またがってもう 1校頑張って行っております。 
今年度は野球のリトルリーグ、今から十数年前

に小沢さんが頑張ったのですが馴染まないという

ことで却下された経緯があったにも関わらず、今

回は地区である程度、非常にフレキシブルに対応

できるようになり、ご採用頂いて、10万円でござ
いますけれども申請の許可をとりましたので、今

年度はそれで走りたいと思っております。 
私は吉松さんの後から担当し、今年江原年度で 3
年目に入ります。3 年間継続しろと言われている
関係で担当しており、来年度は是非他の方に担当

して頂きたいのですが、地区の補助金が一番使い

勝手が良いと思います。私どもの寄付したお金が

一部返ってくると思いますと、そんなに難しいこ

とではありませんので、継続の方にも是非申請に

心掛けて頂き、そのような立場で臨んで頂ければ

と思っております。 
クラブと R財団とはどういう関係なのかという

ことを良く承知して欲しいという意味で申し上げ

ましたが、意外と地元に還元しているということ

を言わせて頂き、終わらせて頂きます。 
ありがとうございました。 
 
古谷米山記念奨学会委員長 
 こんにちは、新役員さんがだ

んだん若くなってきて、我々も

もう年なのだと実感している

ところです。本日はスタートの

日ということで、東さん、よう

こそカムバック、おめでとうご

ざいます。また趙さんようこそ。 
私は米山奨学を今年仰せつかったわけですが、実

は前に一度この委員長をやったことがありまして、

二回目となります。 
このロータリークラブも 23 年経ったというこ
とですが、私も最初から入っており、入会して 3
～4 年目くらいに川島さんという方が会長の時に
米山奨学の委員長を仰せつかりました。現在とは

だいぶ違っていたという感じが致します。それは

どういうことかと言いますと、今 R財団のお話を
柴田さんからして頂きましたが、当時は上部の方

から、国際ロータリー、あるいは本部の方から、

積極的に寄付をして下さいということで、寄付の

話が非常に多かったのですが、近年はバブルも崩

壊したり、リーマンショック等色々な経済状況、

また会員の退会等も非常に多くなりまして、寄付

というものを、あまり無理をせずにということで

やってきているのではないかという感じが致しま

す。 
カウンセラーは宮野さんが担当されるので、私

は寄付集めの担当になると思います。しかし無理

をせず、例年通り行っていきたいと思っておりま

すので、宜しくお願い致します。 



※ 次の例会 第 2副 SAA 栗原(憲)君 栗原(成)君 
７月２１日(火)  12：30～13：30 

  クラブ協議会 就任あいさつ 各委員長 

 
 
 
 
 
            
     
江原君 本日が 2015～2016年度最初の例会 
    となります、一年間皆様のご指導ご鞭撻

を何卒宜しくお願い申し上げます。                     
小島君 今年度、幹事を務めさせていただきます。 
    よろしくお願いします。 
東 君 戻って参りました！ これからも末永く

よろしくお願い致します。 
古谷君 稲見前会長、役員の皆様お疲れ様！ 
    江原新年度会長、役員の皆様よろしくお

願いします。楽しいロータリーライフと

なります様祈っています。 
古谷君 前回欠席しました。 
稲見君 江原会長、就任おめでとうございます。 
益子君 江原年度スタート、微力ながらＳＡＡと

して務めさせていただきます。 
栗原(成)君 江原年度のスタートおめでとうござ

います。有意義なロータリーライフを会

員の皆様と共有したいと思います。 
守屋君 願った訳ではないのに何となく米寿とな

ってしまいました、もうやけくそです。 
    この先は目標もない道を歩んで行くだけ

です。あ！皆様にお礼を申し上げるのを

忘れていました。 
小幡君 江原さん執行部一同、一年間頑張って下

さい。 
奥冨君 江原年度、役員の皆様よろしくお願いし

ます。 
小澤君 江原年度に期待しております、出来る限

り応援したいと考えております。 
坂本君 祝、江原年度！ 江原会長はじめ役員の

皆様一年間よろしくお願い致します。 
佐藤君 江原年度、清々しくスタートです。皆様

のご協力と応援をよろしくお願い致しま

す。ワクワク楽しく行きましょう。 
(故)寳積克彦様 江原年度の船出お祝いします。 
    ささえられずゴメン！ 
    (事務局が生前託されていました) 
会員誕生祝 肥沼君  
夫人誕生祝 若松君 稲見君 田中君  
結婚記念日 肥沼君 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


